
ラオス人民民主共和国

ナム･スァン地区かんがい施設改修農業開発計画

ムァン･カム地区農村復興整備計画

事前調査報告書

平成7年9月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会



はじめに

本報告書は､平成7年7月2日から7月1 5日までラオス国において実施した以

下の2計画に関する海外農業開発事業事前調査の現地調査の結果をとりまとめたも

のである｡

Ⅰ ナム･スアン地区かんがい施設改修農業開発計画

Ⅱ ムァン･カム地区農村復興整備計画

ラオス国の国家経済は､国民給生産における農業部門の占める割合が約60%であ

ることからみて､農業部門に大きく依存しており､その経済･社会の発展には農業

基盤の整備を通じて農業生産の振興と共に作物の多様化を図ることが国家の緊急の

課題となっている｡

また､少数民族を中心に山間部で営まれる焼畑耕作はラオス全土で約20万ba ､

焼畑に関わる人口は約150万人にのぼるものと見積もられており､これは同国絶入

口の約1/3に相当する｡焼畑耕作は自然環境の破壊のみならず､有用天然資源の

減少､国土の荒廃を招くものとして,ラオス国政府は国家の重要課題のひとつに上

げ､この対策として焼畑農民の定住化を促進する方針を打ち出している｡

今回の2件の調査地区は､自然条件にも恵まれ潜在的農業生産性は高く､ラオス

国政府も国営事業等によりかんがい施設等の農業基盤整備を進めてきているが､財

政難等の問題もありこれら事業は遅々として進んでいないo潅概農業と農地の拡大

は､稲の二期作による生産と農家所得の増大をもたらし､焼畑農民や退役軍人等の

入植定住を可能とし､さらには農村インフラの整備は農村活性化､貧解農民救済に

つながるものである｡

これらの計画は､投資に対して大きな事業効果が期待される一方､上記のように

農業生産と農家所得の増大､焼畑農民定住化ならびに退役軍人雇用促進というラオ

ス国の国家施策の推進に大きく寄与するものである｡特にナム･スアンダムの整備

は下流地域の洪水安全対策上からも緊急性を有する最優先事業地区とされており､

早期に実施すべく日本国政府の協力を強く要請したいとしているものである｡

平成7年9月

調 査 員

団 ■ 長:矢野 武彦

潅概計画:進藤 澄雄

農村計画:白木 博
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1
一般概況

1. 1 自然状況

(1) 位 置

ラオス人民民主共和国は,北緯12度-22度のインドシナ半島中央から北部に

位置し,国土の北部はミャンマー及び中国と､東部はヴイエトナムと､南部はカン

ボディアと､西部はタイと国境を接する内陸国である｡タイとの国境線の大部分は

南縁に位置する国際河川のメコン河で､ヴイエトナムとの国境線は標高2,000
mを

超える安南山脈の分水嶺で形成されている｡

(2) 土地条件

国土の大半は山地に属し､平野はわずかにメコン河左岸に沿ってヴイエンチャ

ン平野から南部のバクセ平野の間に広がっているにすぎない｡標高は平野部で海抜

100-200
mにあり､山間部は北部から東部にかけて山脈を形成しており､ 1,000-

2,000mである｡

国土は南北に細長く約1,000 km に及ぶが､東西方向では広いところで 400

km､最狭部では150kmにすぎない｡国土の稔面積は236,800 km' (日本の本州と

ほぼ同じ大きさ)である｡

このような自然条件のため､現況の土地利用状況は極めて租放的であり,竹林

や未立木地を含む森林地が約90 %を占め､耕地は国土全体の3.6 %にすぎない｡
耕地の大半は雨期作水田であり､租放的な焼畑農業も広範囲にわたり営まれてい

る｡

表1 国土の土地利用

土地利用区分
1982年 1989年

面積(千ba) 割合(%) 面積(千ba) 割合(%)

森林(立木地) ll,636.8 49.2 ll,167.9 47.2

森林(竹林および未立木地) 8,554.2 36.1 8,949.0 37.8

その他林地(サバンナ等) 1,545.4 6.5 1,444.4 6.1

耕地 708.7 3.0 849.5 3.6

その他 1,234.9 5.2 1,269.5 5.3

計 23,680.0 100,0 23,680.0 100.0

出所:森林局

(3) 気 候

ラオス国の気候は､乾期と雨期のはっきりした2つの季節に区分される｡すな

わち､乾期は1 1月から4月の6カ月間で他は雨期となる｡いわゆるアジアモン

スーン気候と呼ばれるもので､熱帯圏気候に属している｡しかし､南北におよそ

1,000km､標高で2,000m以上の差があるため､場所によりかなりの違いがある｡
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首都ヴイエンチャンの平均気温は､ 4月が最も暑く30.3℃､ 1月が最も涼しく23.4
℃である｡降雨量は､ヴイエンチャン等の平野部で1,500

mm以上にものぼってお
り,特に雨期には各地で交通網が寸断されるため､全体としてこの国の経済活動に

かなりの影響を与えている｡

表2 ヴイエンチャンにおける気象状況(1994年)

月

気温(℃) 湿度(%)

降雨量

(mm)

日照時間

(時間)

メコン河水位(m)

平均 最高 最低 最高 最低 最高 最低

1 23.4 29.6 17.5 89 43 0.0 287.0 1.69 1.14

2 26.7 32.2 21.5 95 43 30_1 234.6 1.20 0.77

3 25.4 30.7 21.1 86 48 63.9 209.0 1.10 0.47

4 30.3 35.2 24.6 87 42 32.2 287.1 1.93 0.82

5 28,8 32.9 25.2 90 58 263.7 202.9 2.92 0.78

6 28.3 30.9 25.0 94 67 478.2 60.8 7.77 2,24

7 28.3 31.4 25.5 92 62 192.3 90.0 9.87 5.29

8 27.5 30.3 24.6 95 69 380.5 93.6 10.74 7.74

9 28.1 31.4 24.6 95 63 246.0 111.5 ll.08 7.42

10 26.3 30.3 21.8 93 51 97.6 198.4 8.12 4.30

ll 25.0 30.0 19,6 91 41 0.0 4.23 2.72

12 24.1 29.0 18.7 90 44 16.6 3.42 2.18

年計 26.9 31.2 22.5 95 41 1801.1 1774.9 ll.08 0.47

出所:農林省気象局
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1. 2 社会･経済状況

ラオス国の地方行政組織は, 1 6県と1自治市(ヴイエンチャン市)
､そして

1特別区からなり,さらに下部機構として全部で131の郡(district)がある｡各レ

ベルに立法機関の人民評議会と執行横閑の行政委員会がある｡

人種構成は､ラオ･ルムと呼ばれるタイ系(ラオ,黒タイ,白タイ､タイ･ルー

族など)が60%を占め､ラオ･トウングと呼ばれるプロトネシア系,ラオ･ス-ン

グと呼ばれるメオ,ヤオ､マン族などのほか､ヴイエトナム人､中国人などが全土

に分布し､その全種族数は60数種に及ぶといわれている｡
公用語はラオス語であり,宗教は国民の95%が仏教徒である｡

(1) 人 口

ラオス国の総人口は､約460万人(1994年現在)で,人口密度は19.4人/km'で
ある｡人口の80%以上は農村部に住み､都市住民の大部分は､低平地を持つヴイエ

ンチャン県(首都圏含む)
､サヴァナケット県及びチャムバサック県の3県に集中

している｡ 1988年から1991年までの3カ年の年平均人口増加率は2.6 %と高い｡

表3 県別人口

(単位:千人)

県名 1985年 1990年 1994年

01 VientianeMun. 381 464 515

02 Pbongsaly 124 141 156

03 Luangnamtba 98 119 130

04 OudomXay 189 283 198

05 Bokeo 56 64 108

06 Luangprabang 298 337 377

07 Huaphanh 212 220 244

08 Ⅹayabury 226 185 206

09 Ⅹiengkhuang 163 181 202

10 Vientiane 267 305 339

ll BorikhamXay 123 143 159

12 Khammuane 215 245 270

13 SaVannakbet 549 639 708

14 SaraVane 189 225 250

15 Sekong 51 57 63

16 Champasack 407 453 503

17 Attapeu 70 79 87

SpeciaⅠreg王on 76

合計 3,618 4,140 4,591

出所:NSC (国立統計センター)
､計画協力委員会
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(2) 経 済

内陸国という地理的条件に加え､長期間にわたる内戦により経済発展は遅れて

いる｡主要な産業は農林業(米､豆,タバコ,コーヒー､木材等)で､ GDPの約

60%を占めている｡

表4 部門別GDP

単位:百万kip

部門 1993年 1994年 年成長率 シェア

農業 406,233.5 439,786.5 8.3% 56.4%

工業 125,258.0 136,566.5 9.0% 17.5%

サービス 175,609.8 187,070.3 6.5% 24.0%

輸入関額 14,718.0 16,637.9 13.0% 2.1%

GDP計 721,819.3 780,061.2 8.1% 100.0%

出所:NSC

輸出品日はスズ､石膏､木材､コーヒー,手工芸品,電力などの産品に限られ

ており､輸出量もわずかである｡その中でも､ナム･グムダムで生産される電力の

タイへの売り渡しと､木材､コーヒーの輸出が輸出絵額の約 80 0/oを占める｡木材

については､国内木材加工業の促進をめざし､原木輸出禁止の方針を打ち出してい

る｡一方､ほとんどの工業製品は輸入に頼っており､対外貿易は大幅入超を呈して

いる｡

主要輸入品および主要輸出品を表5および表6に示す｡

表5 主要輸入品

項目 単位 1993年 1994年 項目 単位 1993年 1994年

電力 百万kwb 47.7 57.5 秩 千ton 34.1 20.9

トラック 田
【コ 276 381 紙 ton 1,929.4 2,603.6

乗用車 田
口 527 518 綿糸 ton 283.9 158.1

特殊車両 田
口 176 232 織物生地 ton 700.8 1,332.7

ノヾス 田
口 17 1608 医薬品 ton 563.9 1,337.7

トラク夕- 田
仁コ 771 798 砂糖 ton ll,370.1 4,774.1

自動二輪車 田
[コ 7,039 13,511 コンンデンストミルク千ton i,905.7 3,793.7

自転車 田
口 34,067 57,797 ミシン Eヨ

口 4,260 1040

燃料 千ton 110.4 182.1 栄 ton 5,712.9 16,451.7

セメント 千ton 97.2 151.4

出所:関税局および商業省
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表6 主要輸出品

項目 単位 1993年 1994年 項目 単位 1993年 1994年

電力 百万kwh 596.0 829.3 コーヒー ton 5,849.1 4,323.6

木材 千㌔ 20.1 47.8 石膏 千ton 100.0 97.0

製材 千m3 261.2 187.7 スズ ton 288.0 866.0

合板 千枚 972.0 7,408.0

出所:商業省

近年はインフレ率､為替レート､国際収支など比較的良好なパフォーマンスを

示しているが､これは外国援助および外国投資に関係する部門の働きによるもので

あって､就業人口の90%以上が従事している農業の生産力および生産性は依然とし

て低い｡

表7 ラオス国および周辺諸国の基本指標

国名

人口

1993

一人当たり
GNP

1993

GDP

1992

対外負債

1990

消葉者

物価指数

1993

百万人 SUS (%) 百万Sus (1985=100)

ラオス 4.5 290 5.9 1.9 109.8

ヴイエトナム 70.8 170 8.0

タイ 58.6 2,040 7.8 39 137.6

マレイシア 19.1 3,160 8.0 19.8 124.7

フィリピン 65.0 830 2.0 32.6 199.1

インドネシア 189.1 730 6.5 84,4 181.6

中国 1,176.1 490 13.2 69.3 213.8

インド 900.4 290 3.8 77.0 199.8

出所:ADB､ NSC

従来､旧ソ連･東欧社会主義諸国が主要貿易相手国であったが､並行して資本

主義諸国との貿易関係を進めてきた｡ソ連崩壊や東欧諸国の変動により1991年以降

これらの諸国との貿易は激減し､近隣諸国､西側諸国との交易にいっそう意欲的に

なってきた｡また､ 1988年には中国との貿易･経済関係を回復､その後､関係が急
速に増進されている｡

大幅な貿易赤字を埋めるているのは､外国援助と外国民間投資である｡
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表8 相手国別輸出額(F.0.B)および輸入額(c.Ⅰ.F) (1993年)

単位:百万Sus

国名 輸出 輸入 収支 国名 輸出 輸入 収支

米国 464,773 603,438 -138,665 インド 21,432 22,035
-603

フランス 206,275 200,797 5,478 パキスタン 6,672 9,481
-2,809

イギリス 181,559 206,321 -24,762 マレイシア 47,122 45,657 1,465

スウェーデン 49,864 42,687 7,177 韓国 82,189 83,784
-i,595

中国 91,737 103,881 -12,144 香港 135,248 138,658 -3,410

タイ 36,741 46,058
-9,317 シンガポール 74,008 85,229 -ll,221

日本 362,286 241,652 120,634

出所:国連統計月報Vo1.157No.9(1994年9月)
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2 農業生産の概況

2. 1 一般概況

ラオス国における主な農産物は,米､大豆､トウモロコシおよびコーヒー等が

ぁげられる｡しかし､耕地の80%程度は稲作に当てられており,主食偏重型の農業

形態を示している｡米作はウルチ米のほかにモチ米も相当数生産されているo近年

の米の年間生産量は, 120万-150万トンであるが､天水依存型の生産形態のため天

候にその生産量は強く左右されている｡

米の生産量は徐々に上がっているが,かんがい耕地が全米作の2
%程度にすぎ

ず,雨期作のみの粗放的農業生産が大半を占めているため､現状では飛躍的な生産

量の向上は望めない｡このような生産形態であるため､現在の米生産量では国民を

扶養するまでには至っておらず､年々米の輸入量は減少しているものの､依然とし

て輸入に頼らざるを得ない状況にある｡そのため､緊急時に必要な備蓄米すら維持

できていない｡

米以外の作物として､トウモロコシ､芋類(さつまいも､キャッサバ) ､野

菜､豆類､コーヒー等の畑作物が生産されている｡しかし､政府がめざしている食

用および輸出用作物の多様化と生産量の増大は遅々として進んでおらず､現在､輸

出用農産物として栽培されているものはコーヒーのみであるo

表9 主要農作物の概況

項目

作付面積(千ba) 収量(ton/ba)

1993年 1994年 1993年 1994年 1993年 1994年

穀物 580.2 668.3 1,411.1 1,792.3

栄 538.7 600.0 2.3 2.6 1,250.6 1,577,0

トウモロコシ 27.2 46.4 1.8 L2,0 47.6 55.8

芋類 14.3 21.9 7.9 7,3 112.9 159.5

野菜および豆類 15.0 16,5 8.4 8.6 125.1 141.4

工芸作物 54.2 52.9 145ー8 124.6

リヨクトウ 3.2 2.5 0.7 0.7 2.2 1.7

大豆 5.5 6.3 0.8 1.0 4.5 6.0

落花生 5.9 5.0 0.9 1.0 5.3 5.0

タバコ 7.1 7.3 4.1 4.4 29.2 31.8

棉 7.9 7.2 0.8 0.8 6.0 5.9

サトウキビ 3,4 2.8 26.4 23.7 89.6 65.1

コーヒー 18.9 20.0 0 0.5 7,6 7.6

器岩岩ii芦引

出所 農林省
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2. 2 かんがい農業

ラオス国におけるかんがい農業は､稲作の一部(全稲作面積の2 %程度)に通

用が見られるが,位置的にはヴイエンチャン周辺やサヴァナケツト県等の平野部お

よび水便の良いごく限られた場所に限定されている｡しかも,最近はほとんど増加

しておらず､有効な農業基盤整備が進展していないことが推察されるoしたがっ

て､稲作耕地では天水に依存する雨期作または陸稲栽培という粗放的営農形態から

の脱却を図るに至っていない｡

このような租放的･自然的営農形態は焼畑農業を基本としている｡それゆえに

農業基盤施設の整備や社会資本の蓄積を困難なものにしており､農民をして貧困か

らの脱却を阻む大きな要素となっている｡農民の貧困は焼畑地区の無制限な拡大へ

と繋がり､ひいては自然環境の破壊,有用天然資源の減少や国土の荒廃を招く結果

となる｡

かんがい施設をもたない農業生産は､気候的変動要因が大きく､これがラオス

国の経済基盤を脆弱なものにしているとともに､農民の貧困や国土の荒廃を助長し

ているものと考えられる｡

このような農業形態を改善するために,ラオス国政府はかんがい地域の拡張を
重点･緊急施策としている｡当面の開発目標として,地形等自然条件や財政的な面

を考慮して､小規模かんがい計画( SSIP )や既存施設の改修計画の実施に焦点を当

てている｡

表1 0 禾の生産形態別概況

項目

作付面積(千ba) 収量(ton/ha) 生産量(千ton)

1993年 1994年 1993年 1994年 1993年 1994年

雨期作 350.4 380.9 2.6 3.1 921.4 1,197.7

かんがい田 13.0 ll.0 3.5 3.4 45.6 37.8

陸稲 188.3 219.1 1.5 1.6 283.7 341.6

出所:農林省

2. 3 畜 産

ラオス国の畜産は､使役用および自家消費用としての観点が高く､畜産業とし

ての成熟度は極めて低い｡その理由としては､耕地として利用可能な土地は稲作に

使用され､給餌用の草地の確保が困難であること､動物性蛋白源として川魚等の捕

獲が比較的簡単であること等にあると推定される｡

また､コンデンスドミルクが毎年多量に輸入されていることからみても､酪農

業についても見るべきものはほとんどないといえるo
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表1 1家畜飼養頭羽数

単位:千頭,千羽

項目 1993年 1994年

水牛 1,134.2 1,168.2

午 1,019.8 1,081.0

豚 1,642.8 1,673.4

山羊および羊 125.7 141.6

鶏 10,091.1 10,696.6

出所:農林省
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3 ナム･スアン地区かんがい施設改修農業開発計画

標記案件は平成4年8月にP/Fが実施されたが､今回ラオス国より再度優良

案件として調査依頼があり､フォロー案件として調査したものである0

3. 1 事業の背景と目的

ヴイエンチャンに程近いナム･スアン(NamSouang)地区は､水資源と土地

資源などの農業生産に適した資源を持つ地域であるが,その実現のためには, ①ナ

ム･スアンダムの改修による水源確保､ ②水路ネットワークの整備, ③水路わきに
整備される農道などが必要である｡対象地区の現況の農業状況は天水田による不安

定な稲作を耕作を行っている｡このような中で地元農民は貯水池の水の一部を利用

して､応急的な水路改修を行い､雨期の補完水として利用し,耕作を始めている地

区もある｡

本ダムは､ 1978年に堤体盛土が完成し､ 1982年に取水設備などができたが､
安全上最も重要である余水吐は仮設的な施設で残されたままで,余水吐周辺の一部

が破壊され,ダム本体の洗掘が発生しているなどの危険な状態にある｡したがっ

て､これらの施設は毎年応急修理を繰り返しているのが実態であり､ダムの改修は

農地保全と自然及び住民生活環境を保護する上で緊急を要するものとラオス国政府

は判断している｡

当局では､ダムの水をかんがい用水としてダム下流域2,000 baの農地の二期
作を予定していたが､ダムの取水ゲートの故障に加えて,かんがい用水路の改修整

備がなされておらず､現在はダムが水源として有効に利用されていない｡そのた

め､地元水利組合が中心となり､約10 kmの水路を応急的に建設し､一期作の補完
用水として利用している｡ダム改修によって得られる水源と水路組綴の整備は､既

存天水農業をかんがい農業に替え､安定した二期作により高い農業生産をもたら

し､食糧事情の改善､農民の生活改善と地域活性化を実現するものである｡

応急的に作られた水路沿いのかんがい地区には､すでに水管理組合が小規模な

がら組織されており､本改修事業実施にあたっては管理組合を拡大し､施設の維持

管理が継続される計画である｡

本地域の未耕地には､近隣から焼畑農民､退役軍人等がかんがい用水整備を期

待して入植し､開墾を始めてきている状況にある｡ラオス国ではこれら焼畑農民の

定住促進､退役軍人の就農促進が重要な課題であり､本計画の水資源及び水路整備

は緊急を要すると共に､農民はかんがい用水を待っているのが実態である｡
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3. 2 計画地区の自然及び農業状況

計画対象地区は､面積約2,000baで､ナム･グム川(NamNgum)に向かっ

て濃やかな傾斜をもつ平坦な地形で水田耕作に適した地域であり,硯在雨期の稲作

を主体とした農業が営まれている｡

計画対象地区の概要をまとめれば､以下のような自然､農業,生活環境が把握

できる｡

①計画対象面積

②地区標高

③年平均雨量

④年平均気温

⑤乾期.雨期

⑥関係集落

①稗益農家

⑧土地所有

⑨土地利用

⑲農家経済

⑪主要農産物

⑫主要河川･水源

⑬集落形態

⑩基礎インフラ

:約2,000ha
: EL 300-800m (集水区域も含む)

1,600 mm

26℃

:雨期;4-10月､乾期; lュ月-3月
: B.NADI B.PHOSI B.NANGU

:約2,000戸

:大半が1ha前後

:平坦部は雨期作用水田､山麓部は森林

:雨期作零細農家が多く生産性が低い

:栄,豆類､野菜

:ナム･スアン川;ナム･スアンダム

:集散居

:国道13号以外基幹道路は士道､電化率10%､給水率o%

3. 3 事業概要

(1) ナム･スアンダムの改修

現在､ダムは余水吐のコンクリート破損､堤体盛土の洗掘に加えて,堤体に

繁った雑木は漏水の原因となる可能性をもち､安全上極めて良くない状況にある｡

また取水口はゲートが故障しており､改修の必要がある｡

ナム･スアンダムの諸元は以下のとおりである｡

ダム諸元

･絵貯水量

･有効貯水量

･ダムタイプ

･ダム高

･場 長

･洪水量

4千万m3

2. 3千万m3

フィルタイブ

22m

1 1 0 Om

250m3/s e c

ダム改修による効果は以下のとおりである｡

･改修による水源の確保

･取水ゲートの改修により水源の有効利用が可能となる
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･ダム改修は決壊を防ぐことになり､農地防災となるとともに､下流
の地域住民の生活環境と自然環境を保護する

主なダム改修のポイントは以下のとおりである｡

･仮設構造である余水吐の改修

･堤体盛土の改修

･取水口ゲートの改善

ちなみに,万一ダム決壊という事態を招いた場合､被害は農地1,000 ha
,氏

家は農家を含め1,000戸以上に及び､稔被害面積は農地･林地を含め15 km2に及ぶ

ものと推定される｡

(2) 水路の整備

かんがい水路30kmの改修により2,000haの農地が二期作に改善され,食糧

増産､農家に所得増がもたらされる｡計画の実施により､米生産量が一期作 2,000

トン(1,000baX2トン)から二期作14,000トン(2,000ha X7トン)へ増産と
なることが期待される｡また,水路脇に建設される農道により､生活改善､流通改

善が図られる｡

水 路 計 画

･水路改修延長は約3 0 km

･水路タイプは水量によって6タイプとなる

･水路構造は土水路を基本とする

･分水工､連絡橋等の付帯施設の建設

(3 ) 管理組織計画

ダム,水路整備後は施設管理及び水管理が必要となる｡現在小規模ではある

が､水路改修地区については水利用グループが形成されており､水路の管理はこの

グループによってなされている｡水代としては1シーズン7,000キッア/haが徴収さ

れている｡したがって､今後地域が拡大されても､この組織が母体となり､かんが

い局の指導の元で組織が形成･拡大されていく計画である｡

一方､ダムサイトにはかんがい局の管理事務所があり､スタッフが常駐するな
ど､現在ダムは直接国の機関により管理されている｡

本プロジェクトでは以下のような管理施設が望まれる｡

･水管理､施設管理用の事番所の建設

･水路維持管理機材(雑草刈取機､渡深機)

かんがい施設の維持管理やかんがい用水の管理などプロジェクトの運営は､以

下のような機構によって行われるものとする｡

12



WUG=WLb th GT00P

SUG = S山bthk GTOOP

図1 プロジェクト運営組織図

(4) 生活改善インフラ整備

生活改善インフラ整備として水路脇に建設される農道は,収穫物の搬出､生活

道路などに利用され､農作業の改善,婦女子の労働軽減等に寄与するものと思われ

る｡また､地区の中心にはコミュニティセンターを建設し､営農改善､生活改善､

農民組織強化等の集会用に利用することを計画する｡

(5) 計画実施スケジュール(莱)

本計画の調査期間は2年間にわたり､調査は､ F/S調査を踏まえ無償資金協

力業務として日本へ要請された後に､基本設計調査により業務のスコープを確定

し､事業を実施する計画となる｡

全 体 工 程 案

1年目 2年日 3年目 4年目 5年目

･ラオスから

日本に協力申請

無償資金協力

･基本設計調査

･実施設計調査

･建設工事/
施工監理

---++

---+++

----------ラオス国内での現地業務
†+++††+++++ 日本国内おける計画立案の業務
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3. 4 計画実施機関

計画の実施機関は､農林省(MAF )に所属するかんがい局が担当する｡

ラオス国における農林省の機構は図2のとおりである｡

図2 農林省組織図

3. 5 調査団所見

ナム･スアン地区は,首都ヴイエンチャンに程近く､水資源と土地資源などの

農業生産に適した資源を持つ地域であるが､その実現のためには､ ①ナム･スアン
ダムの改修による水源確保､ ②水路ネットワークの整備, ③水路わきに整備される
農道などが必要とされている｡

特に本ダムは､安全上最も重要である余水吐施設周辺の一部破壊､漏水現象が

発生しているなど危険な状態にあり,毎年応急修理を繰り返しているのが実態であ

る｡ダムの改修は,農地保全と自然及び住民生活環境を保護する上で緊急を要する

問題である｡

またダム改修によって得られる水源は､既存天水農業をかんがい農業に替え､
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安定した高い農業生産をもたらし､ラオス国の食糧事情の改善,農民の生活改善と

地域活性化を実現するものである｡また未耕地には焼畑農民,退役軍人等が用水整

備を期待して､すでに入植してきている状況にある｡水及び施設管理のための水利

グループ(管理組合)が小規模ではあるが組織されており,当局は本改修事業実現

後もこの管理組合を拡大し､全体施設の維持管理が継続されるよう計画し､指導を

始めている｡

本プロジェクトは,水源がすでに建設されているため､ダム及び取水口の改修

と水路整備などの小さな投資で大きな効果が期待できる｡計画では現在の米生産量

2千トンから1万4千トンへの増産を見積もっている｡

上記のような状況から､ラオス国としては､本プロジェクトが日本のGrant

Aidにより実施されることを期待している｡
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4 ムァン･カム地区農村復興整備計画

4. 1 計画の背景

本計画の対象となるムァン･カム地区(MuangKbam)は,首都ヴイエンチャ

ンの北東,ヴイエトナムと国境を接するシェンクアン県( p. xiengkbuang)に位置
し､県都ボンサヴァン(Pbonsavan)市の北東40kmに広がる盆地である｡多数の

小河川による沖積盆地で約3,000 haの農業適地があると見積もられている｡本地域

には1978-1982年にかけてかんがい施設が整備され､約650 baの水田が開発され

た｡その後長い内戦により､農民の一部は離農し､他都市や山岳に移り､田畑は休

耕､放置の状況が続いたため地域は荒廃し､水利施設も管理不足から欠損や横能低

下が生じている｡

近年､国内の政情安定から農民の帰農が進んでおり､既存かんがい施設の修

復､また生活インフラの復興が緊急課題となっている｡本地域には開発されていな

い水源があり,ため池､沢水などの利用による小規模かんがい事業(20-40ba)が
農業資金金融機関からの借り入れで､地元農民組織によって虫食い的に実施されて

始めている｡

本地域の最も大きな水源であるナム･ティ川は､渇水期においても1.0 - 2.0

㌔/sec の流量を有しながら未だ利用されておらず､当局はこのナム･ティ川を乾期

の水源として利用することにより2,000baの水田かんがい開発が可能であるとし､

現在国家的課題となっている焼畑農民の定住､退役軍人の雇用促進を図ろうとして

いる｡

現在ラオスでは､北部山岳地帯の焼畑農民による森林伐採､焼畑移動耕作が広

く行われており､森林保全､土壌保全が重要課題とされている｡内戦の中心とも

なったジャール平原に近い本地区の農民は､内戦時山岳部に移動し､焼畑で生活し

ていたが､そのほとんどは現在平地に戻ってきている｡また､周辺の未耕地には,

在来の山岳地で焼畑移動耕作をしていた農民が定住し始めているところもある｡こ

れらの農民は畑作を水田に替えることを希望しており､そのための用水確保が必要

とされている｡

村の生活インフラである飲料水､学校などの施設整備が不充分であり､また村

民の減少や施設放置があったため既存施設も老朽化しており､緊急な改善が必要と

されている｡

ラオス国かんがい局は､本地域のかんがい施設の復旧開発を核にして､生活イ

ンフラの改善計画による農村活性化促進と､焼畑農民､退役軍人の当地域への農業

定住化を強く望んでおり､その目的を果たすべきムァン･カム地区農村復興整備計

画に対する日本政府の技術協力を期待している｡
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4. 2 計画地区の概要

(1) 位置および範囲

計画対象地区は､首都ヴイエンチャン市から北東に直線距離で200 km､道路
上では380km (国道13号､ 7号)の地点で､行政区はシュンクアン県カム郡に位置

する｡地区界は､南はナム･マット川(Nan Mat) ,西は国道6号に接し､北東
に展開する丘陵地約3,000 haが範囲となる｡

(2 ) 地形状況

本地区は,北西の山岳地帯から流出するナム･マット川を本流として､ナム･

ティ川(Nan The)､ナム･マン川(Nan Man)､ナム･ティアン川(Nan
Tian )の各支流によって形成された沖積層の盆地で､四方を山に囲まれた鍋底型の

丘陵地である｡地区の標高は 560
-

620 m の範囲にあり､土壌は粘土質ローム

で､水田の水持ちは良く,畑作にも適している｡

(3 ) 気候状況

本地域の気候は,乾期と雨期のはっきりとした2つの季節に区分される｡乾期

は1 1月から3月の5カ月間で他は雨期となる｡年平均気温は24℃で､乾期平均20

℃､雨期平均26℃である｡年間の平均降雨量は1,600
m皿で､雨期の月平均は200

mm,乾期平均は10mmである｡

(4) 道路状況

首都ヴイエンチャンからシュンクアン県の県都であるボンサヴァン市までは

340 km､国道1 3号と7号を利用しているが,山岳部を越える一部が整備されおら

ず雨期には通行止めとなる｡この路線は現在工事中で､ 1997年に整備が終了する計
画である｡したがって航空横が雨期における有効な交通輸送手段となるが､最近に

なってヴイエンチャンーボンサヴァン間の便が毎日1往復確保され､利便性は高

まっている｡

また､ボンサヴァン市からムァン･カム地区までは40km､舗装道路であるが

管理不足のため50%以上が砂利道に戻っている｡地区内の道路は､幹線となる国道

6号および7号は舗装されているが､その他の道路は一部砂利道もあるもののほと

んどが士道で､雨期には通行が困難な道路が多い｡

(5) 土地利用状況

地区全体の農耕適地3,000 haのうち, 1,000 haが水田として開発されてい

る｡そのうち650 baは1978年にナム･マット川を水源としたかんがい計画の下で

開発された｡残り約300 haは農民組織が金融機関から融資を受け､開発した水田

とされている｡しかし､乾期には同川の水量が低下し､かんがい用水が不足するた

め乾期のかんがい面積は200 -

300haとなる｡これ以外は天水による陸稲が500

ha､トウモロコシ､野菜が若干栽培されている｡
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(6 ) 現地施設の状況

ナム･マットかんがい計画(1978-1982年)は,取水堰3カ所,幹線水路15
km (一部コンクリート)の建設が国営事業として実施され､ 700haの水[引こかんが

いしている. 2次水路､ 3次水路は地元農民組織によって建設され､また水田造成

もすべて農民自身の負担で行われた｡

このほかには内戦後建設されたものとして､小規模ため池が2カ所,沢水取水

の堰2カ所がある｡

ナム･マットかんがい施設は建設後15年を経ており､内戦の期間には施設の一

部が放置されていた関係で老朽化が進んでいる｡乾期には用水不足を来しており､

まずこれらの施設の復旧整備が必要となる｡

4. 3 事業計画の概要

(1) 計画の目的

国家政策の重要課題である農業部門の生産性向上の一環として,現況施設の改

修､焼畑農民の低地への農業移住､退役軍人の雇用促進などを目的とする農業開発

計画が重要な役割を持っている｡本計画地域はラオス北部に位置し､内戦の影響か

らシェンクアン県の山岳部-移住した農民による焼畑が増加しており,森林保全､

土壌エロ-ジョン防止の上から低地部-の移住促進のための農業基盤整備ならびに

生活改善のためのインフラ整備計画である｡

(2) 計画の内容

本地区の農業適地で計画対象面積3,000 ha (既存かんがい水田1,000 ha､天

水田500ha､畑作300ba､未耕地1,200ba)
､稗益農家数2,500戸(平均1.2

ha/戸)において､かんがい排水施設､農道､村落内の井戸､農村生活改善センター

等を整備する｡

本計画の内容は､

①農業基盤

②農村インフラ

③生産振興

④生活インフラ

⑤維持管理

⑥入植者

水源施設(堰改修,新設)及びかんがい水路の復旧整備､新

読(復旧1,000ha､新設2,000ba)

農道網の整備(橋梁建設含む)
,村内の給水井戸整備

脱穀･精米､集出荷施設整備

農民生活改善センター(研修､集会)

管理用機材の整備､農民組織の強化

1,500戸(焼畑農民､退役軍人)

等であり､これらの事業の実施により､新規農家を約1,000戸程度入植させること

ができる｡また既存農家の所得の増大､維持管理体制の確立等を目的としている｡
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【主要施設の概要】

･禅益面積(かんがい地域)
: 3,000 ba

取水堰復旧

堰新設

水路改修

水路新設

農道整備

集出荷･加工処理･倉庫

コミュニティ･センター

:2カ所 堰幅:25-30m､堰高1.5m

: 1カ所 堰幅:35m, 堰高3.5m

:7km (50%)
:37km

:45km

:4カ所
: 1カ所

4. 4 事業実施計画

当該計画の実施に当たっては､次のような開発計画工程のもとで行うこととす
る｡

①当該国の技術協力要請に基づいて､事前調査ミッションによるS/Wの締結

②上記に基づいて､開発調査を実施し事業計画･開発の優先順位を決定

③決定された事業計画によって基本設計調査を実施
④事業の実施(無償資金協力事業)

なお､当該国の実施機関は､シュンクアン県であるが､その他農業森林省かん

がい局の協力の下に実施される｡

本計画は､まずF/S調査として地域全体の開発構想との調整､現況把握･基

本構想の策定を主として行い､ Phase 2調査において事業計画の策定を行う｡さらに
無償資金協力によって事業の実施を行う計画とする｡

全 体 工 程 案

1年目 2年目 3年目 4年日 5年目

F/S調査

･Phase1

･Phase2

----+++

----+
+++

無償資金協力

･基本設計調査

･実施設計調査

･建設工事/
施工監理

--+++

+++

-----------ラオス国内での現地業務
+†++++++++++ 日本国内おける計画立案の業務
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4. 5 調査団の所見

本地域はラオス国の北部に位置するシェンクアン県にある｡本県はヴイエトナ

ム国境に接し､本県を縦断する国道7号はヴイエトナムとの連絡道路となっている

ため隣国の影響を受ける地域である｡内戦時にはヴイエトナムとの交通の要所とな

り､ジャール平原は主戦場にもなった｡開発対象地区は県庁所在地ボンサヴァン市

から北東へ40 kmほどのムァン･カム地区で､ 1978-1982年にかけて約650 ha

のかんがい事業が実施された｡その後､内戦による農地の放棄､かんがい施設の維

持管理の不備などで欠損や老朽が生じており､充分な機能を果たしていない｡この

ため､同地域においては農業生産性向上及び農村生活活性化のために生産基盤及び

生活インフラの復興が緊急課題となっている｡

また､本県の山岳地域には従来からの焼畑農民が生活していることに加え,内

戦時には平地農民が戦火を逃れ､山岳地域で焼畑をして生活するなど､近年焼畑農

地が増加している｡焼畑農地の増加は､山岳部の森林の減少､エロ-ジョンの進行

など環境の悪化をもたらしており､その保全対策が国家開発計画の重点課題となっ

ている｡

一方､本地域はまだ開発可能な水資源と土壌･地形･気象など自然条件に恵ま
れた農耕適地を有しており､これら資源の適宜な開発により約2,000 haは開発可能
と農業森林省かんがい局は見積もっている｡これらの開発地域は農民組合により､

小規模ため池や沢水利用による小規模な(30-60 ha)開発が300 haほど利水の便
利なところから進んできているが,公的組織による広域的な開発ではない｡

本計画では､乾期においても1.5 - 2.0
m3/secの水源をもつナム･ティ川に取

水堰を建設して､約2,000 baの未耕地開発､約1,500戸の新規入植を計画し､焼畑
農民､退役軍人の農業-の定住化を図るものである｡また､定住者に射し､農業生

産基盤と生活インフラ(給水､農道)
､社会インフラ(学校､生活改善コミュニ

ティセンター)等を整備し､農民生活に支障のない農村開発整備も同時に行う計画

とする｡

本計画は,かんがい局においてすでに概略計画が立案されており､早急な事業

実施を図ろうとしているが､財政難のため現在計画段階で足踏みしている｡今後､

計画実施を進める上で日本の技術･資金協力を要請している｡
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5 その他案件

【ナベンダ農村開発計画】

本計画対象地区は､首都ヴイエンチャンの北方約45 kmにあり,標高169
-

180
mの平坦地に位置して､開発面積は1,920 baと見積もられている｡本計画地

を流れているホン･ペン川(HongPheng)は淀城も小さく､水源は乾期に枯れ川と

なる｡したがって､水源計画としてナペング村( Napbeng)の北側にあるナム･ゴ

ン川(NamGnong)を流域変更し､ナペング平野で利用する計画となっている｡水
源は平均3.6 r㌔/secであり､開発可能地2,000 haのかんがい用水量としては充分
賄われるものである｡

この計画は,もともとナム･マン第3発電計画の一環として計画されたもの

で､かんがい用水は発電の残水を利用する計画である｡発電計画とかんがい計画を

含めた全体のF/S調査は ADB の資金で実施されており,当面はまず発電開発が
先行されるため､その進行を待ってかんがい計画も段階的に進められるべきもので

ある｡ラオス政府は､水力発電計画実施段階には日本の無償資金協力事業による農

業開発の実施を望んでいる｡

以下に本計画の位置図を示す｡
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6 調査行程

日数

日程表

年月日(曜日) 出発地 到着地 宿泊地 摘要

1 H.7.7.2(日) 福岡 バンコク バンコク 矢野移動日

2

3

H.7.7.3(月)

E.7.7.4(火)

成田

バンコク

ヴイエンチャン

バンコク

ゲイエンチャン

バンコク

バンコク

ヴイエンチャン

進藤.白木移動日

矢野資料収集､進藤.白木と合流

関係機関と協議

4 H.7.7.5(A) ノケ 日本大使館表敬､関係機関と協議

5 H.7.7.6(*) /y

ナペング､ナム.スアン地区現地調査

6 H.7.7.7(i) 〟 関係機関と協議,資料収集

7

8

9

H.7.7.8(i)

H.7.7.9(日)

H.7.7.10(月)

// //

機中泊 矢野移動日

ブイエンチャン

ボンサヴアン

ブイエンチャン

ボンサヴアン ムアン.カム

ボンサヴアン

進藤.白木移動､ムアン.カム地区現地調査

真FTJ

ゲイエンチャン

バンコク

矢野帰国

ムアン.カム地区現地調査

10 H.7.7.ll(火) ゲイエンチャン 移動､関係機関と協議､資料収集

Eヨ H.7.7.12(水) //

ナム.スアン地区現地調査

12 H.7.7.13(木) 〟
一ケ

13 H.7.7.14(金) 横中泊 日本大ノ使館報告､移動

14 H.7.7.l5(i) 成田 進藤.白木帰国
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7 面会者リスト

)-
田
藤
崎
田
島
江
橋
野

(
和
佐
石
米
大
堀
高
中

雅夫

三郎

吉男

博次

男
信
行
久

健
賓
政
明

日本国側

Takahiro Obta

Tsutomu Watanabe

Khamphanb Sisouvong

入江 章演

(2) ラオス国側

Langsy Sayvisitb

Akhom Tounalaom

Alom Thavonsouk

Kbammany Khampboumy

Thanouay Ounthouang

Kbammay Vongsatbiane

ラオス国大使館

ラオス国大使館

ラオス国大使館

国際協力事業団

国際協力事業団

農用地整備公団

国際協力事業団

特命全権大使

一等書記官
二等書記官

かんがい専門家

農業技術普及専門家

海外事業部 嘱託

農業開発協力部 農業技術協力課

農林水産省 設計課 海外農業土木専門官

Production Planning Section, Office of Agricultural

Production Programs,農林水産省
Liason Representative in Vientiane, Mitsui & Co., Ltd.

Head Clerl, Mitsui & Co., Ltd.

㈱アイ･エヌ･エー 理事

Director General, °ept. of lrrigation, MAP

Ministerial Adviser Head, Committee for Cooperation &

Investment, MAF

Deputy Director of Cabinet Office, MAP

Cabinet of MAF, Committee for Cooperation & Investment,

MAF

Deputy Director, °ept. of lrrigation

lrrigation Engineer, International Relation and Cooperation

Assistant, Planning Finance & Cooparetaion Div" MAF

Boun Oum Douangpbrachanh Deputy Chief of Agriculture & Forestry Diy.,

Khammeng

Kongdeuane Nettavongs

Thongphacbanh Sonnasinh

Khamkone Phayoudone

So皿Chit

Phoukhao

Vientiane Municlpality

Chief of Nan Souang Project Office, °ept. of Irrigation

Director
of National Library of LAOS, Ministry of

lnformation & Culture

Director, Dept･ of International Economic Cooperation,

Committee for Plannning and Cooperation

Vice Governor, Ⅹiengkhouang Province

Chief of Provincial Agriculture & Forestry Service Office

lrrigation Engineer, Ⅹiengkbouang Province Government
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8 収集資料

(1) 図 面
･

1:5,000地形図
･

1:10,000地形図
同

･

1:20,000地形図

(ナム･スアン地区) 3菜

(p.xiengkbuang地域) 9葉

(p.Borikhamxay地域) 8葉

(p.xiengkbuang地域およびp. Borikbamxay地域)

8葉

ナム･スアンダム計画図

ナム･スアンかんがい計画図

8葉

12葉

(2 ) BASIC STATISTICS about the socio-economic devlopment in the LAO P.D.R,

Com血ttee for PLanning Co-operation:National Statiscal Centre, 1995

(3 ) puBLIC INVESTMENT PROGRAM 1994-2000, Government of the LAO

P.D.R, 1994

(4 ) その他資料一式
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9　現地写真

9．1ナム・スァン地区かんがい施設改修農業開発計画縫紋改捧鼻糞間貸針貞

Nam Suangダム湖

土盛のNam Suangダム堰堤　一部洗掘されている

ダム取水口から幹線水路へ
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幹線水路ゲート　損傷・老朽化が進んでおり改修が必要

ダム上流の堤防

ダム上流の堤防にある取水ゲート
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ダム仮設余水吐

同　右岸側の洗掘が進み損傷が激しい

同
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2号幹線水路

同

幹線水路分水点

29



幹線水路から支線水路へ

今年度開削された幹線水路

自然河川をかんがい水路として利用
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簡易取水口

農地へ取水

地区内のかんがい農地

Ⅷ
一

3
1



9．2　　ムァン・カム地区農村復興整備計画

Xiengkhuang県の山岳地域　疎林地のほとんどが焼畑跡地である

Muang Kham平原　北西から南東方向をのぞむ

Muang Kham地区の集落　地区内道路はほとんどが未整備である
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NamThe川

水量測定柱

取水堰建設予定地
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地区農民の自助努力により造成されたため池（NamTian川支流）

同じく水路脇の余水吐

既存かんがい施設の頭首工（NamMan川支流）
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一部損壊している既存かんがい施設（Nam Mat川）

地区内の陸稲畑

地区内の未開地
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MuangXham地区全景　国道6号から南東方向をのぞむ

36u
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1 0 TOR (ナム･スアン地区かんがい施設改修農業開発計画)

以下に､ラオス国政府へ提出したナム･スアン地区かんがい施設改修農業開発

計画のTORを示す｡
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APPLICATION FORM FOR JAPAN-S

GRANT AID

Rehabilitation of lrrlgation Facilities and
AgrlCultural Development Plan in Nam Souang Area

THE GOVERMENT OF LAO. P.D.R



APPLICATION FORM FOR TAPANIS GRAM AID

Applicant:

Ine Government
ofLao People '5 LkmocTatic RepublL'c

Prol'ect Title:

RehabL'LL'(ationoF Irrigation FaciLit7-esand Agrt.cu[EuraL Deve[opneE PLan in Ham Souang

Area

Economic Sector:

Agricu lture

Prol'ect Tvロe:

Rehabi[L'EaEionof血m
Structures and Watent,qy

Total Proiect Cost:

US $ 10,600,000

Responsible Ministry

Mt-nL'5try
OfAgrL'culEureand Forestry

Lao People 's Democratic RepublL'c

Imロ1ementinE Agency:

In5tt-Eu(e
of Irrigation and ML'crohydropower, Mini5Ery

ofAgrt'cuLtureand
Fore5tTy

I. PROJECT DESCRIPTION

1. Back2rOund

Vicndane Province, whose plaids c.ytcnd up to CentraL Vicndanc and which forms the

largcst granar),inthe country, has an area of approximatcl)′ 2,000 km2･ TTIC Vicntianc

Plain providcs a suitable agncultural location, being adjacentto the Grcatcr Vicntianc and

for ､ヽ'hichagncultural production has bccn done qultC aggrCSSivcl)･ on carlicり･CarS･

Althoughpadd)･ productioninthc Vicnh'anc plain has bccn )'mprovcd much latcl)I, (hcrc

are stillshortages (about 100,000 tons/year)and nuctuationsinharvcsts owing to Lach of

)mgation facilitiesthat will supply and control wa[cr･ In (his rcspcct, (hc Nan Souang

Projcct,located at about 40 km north of the Vicntianc CapitaL, was dcvclopcd to provide
an imgation s)′stem that w山not only raise the standard of living of the farmcrsinthc arca

but will also ease food shortageinVientiane City b)･ utilizing the water s【oredinthe

reservoir for imgatiion of 3,300 ha of potencia1 land area identified 10 years ago･
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ConstructionEnterprise No･ 2 usingOP王C
Fund in 1978 rorheavy equlPment SPare Parts

and workshop equIPment. The construction o[the Nam Souang ProjectstaTled in 1979

and was)us【 parliaJly completed in 19Sl due 【o the shonase or氏Jnding･ Consequently.

water stored in the reservoir cannot be utilized for irrigation due to defective canal

ficilitiesIMoreover, the downstream portion of the spillway is heaviLy eroded and the

safety of the dam stnJCtUre isseriously threatened, especially during Rood season･

The Government orLaos has requested for a cooperation [TOm the Government o[Japan
in theunderlaking of countermeasures to ensure the safety of the Nam Souang Dam and
to execute as early aspossible the development p一anoftheirrigation systemoftheproJeCt.

(I) Current Situation orthe Sector

The paddy production of the Vientiane PLain has been much improved lately but

shorlages and nu去tuationsin harvests′are stiH inevitable because of the lack of
faci]itiesthat wiIL supply and control ､心aterfわrimsation･

(2)Problems to be solved in the Sector

Stabilize and improve annualrice production to self-su斤iciency leve一ro√ the

inhabitants in Vientiane Province_.

(3)Necessityand Importanceorlmf)rovemen【in the Sector which leads to theFormation

ofthe Project

With the rehabilitationJorirrigation facilities,a regulated irrigation water can be

supplied to exIStlng farm lands and to potentiaL fhTm lands that could bedeveloped
for prospective immlgrantS･ With (hiswatersupply, output of paddy harvest wi‖ be

evehtually enhanced.

(4)Relations betw占en the Sector and the Proj3it

TheproJeCt isoneo[theagncuLtural development ptansto improveSood production
to self-sufrlCiency 】eveL

(5) Reasons
why Japan's Grant Aid is requested for this parlicuJar prole?t

Japan has been extending grant aid to the coun(ry for several years no､v with the

imp7ementation or experiTnen(aJ farm pro)ect "KM 6･･ that provides technical

tralnlng and technoLoglCal transfer to (armers and ultimately contribute to the

betterment o[their living standard･ This pro)ect envisioned to extend sound benerltS

as far as Vientiane Province.

Moreover･ the pro)ect will utiJize40xlO6mユorstored waterin 【heexistlngreSe〔′Oir

throush the rehabili【ationoFthe Nan Souang dam and itscanal. Wi(h this assured

supp[y oFwa【er- the proJeCt Will he一palleviate-the rice supply shortage in the

province and assume a maJOr role in the improvement or【he asrlCU]turaJ sec【oror
the reg10n･ Hence･ the imp[emen【atJ'on or(his pro)ect under Japan,s Grant Åid is

considered to be qulte WOrthwh;le, appropnate and timeLy･
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Obl'ectives and Outline of the PTOl'ect

(1) Objetivesof the PTOj'ect

To rehabilitatethe dam and its appurtenant structures to ensure their Safct)I and to

supply regulated water to 2,000 ha of irrigable land.

(2) Outline of the Pro)'ect

a)
Improvement

of exi5(L'ng eaTdz dam･ Additionalembankment up to El. 188･O

for several portions Of maindam and additionaldam.

b) Rehabt'lt'(aE7.On
Ofexi5tt'ng3PiL[way

c)
cons-truch･on

ofbridge5for
die 5Pt･ZIway

d) InsEa[laE7'on
of contTOllab[e rubber ga(e on dze dbwn5(ream 5Pt'LIway

e) Improvement
ofirrigaEioncanals

f) DevelopmenE ofTZeWfarm Zarzdsforpermanent 5eEELement5

(3) u)00tion of each Fadityand/or Equipment

Asper attached drawing

(4) Cost Estimates

Components US Dollar

Additiollal Emballkment of Main Dam

Additional Embarlkment of Nortbem Dike

Rehabilitation of E;(isting Spillway

hstal1ation of Bridge Spillway

hstallation of Controllable Rubber Gate

Improvement of lrrigat]'on Glnals

Improvement of Nollbcm htake Gate

PROJECT DrRECr COST

Enginccring and SupcⅣision (%)

1,500.000

400,000

1,600,000

300,000

1,000,000

4,800,000

200,000

US S 9,800,000

800,000

TOTAL PROJECT COST US S 10,600,000
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:).Bene[tしE熊ct and Publici【vorthe Pro了ect

(I) PopuLation that will benefTL【direc【Iy from the ProJ'ect

There are around 238,000 people in the pro)ect site of which over 47,600

farmlng households will benefit from the project.

(2)Population that will benefit indirectly fTrom the Project

Those inhabited in the Vientiane Province numbering about 442,000 wiLL

en)oy the considerまbLe increase in the production orrice.

(3) A(ea that will benefit fTrom the Project

A 40,000 ha oFestablished rainFed paddy fTIeldwill largely benefit a greater

part of the Vientiane Province.

(4)Economic and Social EFTects oFthe Project

(i)Curren【 Situation

Asricultural Lands in VientianePlain are
mos【1yc主【esorizedas rainred lands.

These lands are attended to bシthepeoplein the areaonly durinswet season.

When dry season comes, the lands are practically abandoned due to the

unavailability oFirrigation water needed fわrland preparation.Asa resul【,

people who bas;ca】1ydepend on fhrmlnS and plantlng for their da;1y suste-

nance, toge【herwi【hthe peopleFrom 【hehighlandswhoweredisplacedbythe

bannlnS OF【he slash-and-burn (armlnS, haveto converge to the c'LtytO Search

fbrlive[ihoods, which ensues into the crowdingoFthe city･Also, with no one

teR to tilldry and parched lands, Food production in Vien【iane PLain has

become almost impossible so tha【the res-on has to rely heaviLyon imported

paddy From other countries.

(ii)ExpectedEffect oFthe Pro)'ect

Present production (mainlypaddy)

We【 season: I,900 hax I.2 tnla=2.280t

Dryseason: 100haxl.S[rha= 180t

To【aL: 2,460 t

Upon Completion oF【he Project(Stage I 皮 II)

We【 Season: 3,3001hax L2伽=6,930 (

Dry season: 2.000 ha x 2.a tnla･- 5.600 i

To【al: 12,530 t

AJlnUa7 Production Increase 10.070 I
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AmualNct as Substitute to hportcd Paddy:

1,000xO.6USS 170xO.6

(assumed production00st 0.4)

Vegetable and other crops for 500 ba

TotalAmual Benefit (StageI only)

US S 1,711,000/)I

130
,000/I).

US S 1,841,000/).

(5) Publicity (How many people am expected to noticethe benefit or positive eHect of

the poq'ect implemented With Japan's grantaid when itis completed?)

More than442,000people am livinginthe Viendane cityand province who wnl

realize bene丘ts丘.om Japan's grantaid for farmlng, together With other grant aid

pro)ects for agnculture.

4･ ReQ_ueSt tO OtherDonors

No request to other donors is made for this pro)ect

5. Prioritv

Highest Priority has been extended by the Ministry of Agiculture and Forestry of bo

Peoplers Democratic Republic.

CPC is examingthe priority of pro)'ects under Japan's Grant Aid Program and this project
is to short listed.

6･ MinistryandAgency of the Pr

This projectwiu be implement under the Grant Aid Program of the Govemment of Japan.

TTle Ministry of Agriculture and Forestrywill beincharge of the execution of the proJeCt･

(i) OrganizationalChart of the Agency

See Attachment A.

(ii) Authorities and Duties of the Agency

TTIC Ministry of Agriculture and Forestr)′ win bc in the fronth'nc of the

Governmcnt's agncultural dcvclopmcnt prograTnS Which have bccn focuscd

on the profitabilityof farming aS the mainthrust to cnhancc Livcl].hood ]'n the

mral communities.

7･ Prcparation
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A. ProjectSite

(i)Location and LL-e之Or【he ProjectSite

(a)Location

The pro｣ecい､′i!lbe inNam Souans in Vien【ianeProvince, located some 40

kmnonhoFtheVientiane Capi【at.General loca【ionoF【hesILte'LSSho､vnin Fig.

‖=

(b)Total Area

The total land area of Vientiane Province is3920 sq km and irrigable area oF

3,300ha.

(ii)Land Prepara臼on

The coverase area oFthe project Seems tO be cLassifTLedas public lands.

B. ElectrlClty, Water Supply. Telephone, Drainage and 0(her

Facilities

AlL fTaci】itiesnecessary during the construction phase will be provided by the

COntraCtO｢S.

C･ Is there any inForma･tion, statistics and data regarding geosraphical, seolosLCa],

meteo｢ologlCal. oceanographicat situations, etc‥

The climate oF【he proposed area is divided into wet and dry seasons so that the

precIPltation is heavily concentrated during the wet season･ AJlnUaL average

temperature is 26 degrees Centlgrade. The rainFalL data in Vientiane and other

provinces are as Follows:

R_MALL BY YEARS AND MONTHS

Weather Stations

Years Luansprabang: Vientiane Savannakhe【 Pakse

1976 I,466.2

19SO 1,559.2

19S5 l,093.4

19S6 1.OS6.7

19S7 1.035.5

19SS l,196.2

19S9 1,409.2

1,614.9 1,604.2 l,751.0

2,291.4 1,635.1 I,524.5

1.253.5 l.205.1 2,545.2

.i.723.3"
1,3S3.S 2.442.a

l.667.7 1,453.7 2.Ill.7

1.643.4 1.133.a 1,676.2

1,65l.0 1,4SS.7 1.S95.2
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Months Luangprabang Vientiane Savannakhet Pakse

January

FebTVary

March

April

May

June

July

Ausus(

September

October

November

December

13.7 23.6

69.1 63.0

132.4 85.6

150.3 2OO.8

154.2 165.1

2S7.4 132.5

288.9 421.4

160.9 459.7

130.5 99.3

21.9

2.5

95.2 20.7

103.9 125.2

119.2 379.9

225.8 231.6

234.1 359.5

41l.6 415.9

150.3 314.7

148.6 40.0

5.2

旦⊥AD3biiiiiBS9fisb [iD3mi,

(l)Current Situation

The Mini叫･ oF Agriculture and Forestrッand the lnstitute oF Irrigation and
Microhydropowerhas a number ofqualiFLed englneerS and technical personnel with
years oFrtetd experience and are quatiFled to be ass唱ned to the pro)ect.

(2) Problems oFthe Asency

Norle

91 0〇eT三:加andトIana∈呈出

(1)Personnel

Curren【
.When

the project

iscompleted

SupervISlnS Departmen【

Implemen【Lng Agency

Pe｢sonnel Direc【ly Responsible
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(2)Budget (please[lLlin the budget belotv)

In M川ion Yen

When the pro)ect

is completed

() () ()■ ()

Supe〔′1SlnS Dept･

Ovun･ of Agric. and Fores【Ly)

ImplementLng Agency

(Min. oFAsric.

and Forestry)

Direct Budget

ofthe Project

(3)Technical Abilities oFLocal Sta丘-

(i)Please describe technical abilitiesoFlocal staffoperatins the proJ･ec【

The technicaL stafrwho will be proposed to be assISned " the proJeCt have

accumulated years of experience in the conceptuaLization, designand super-

･ visi･onoFproJet【sofsimilarna【ureto theproposed proJeC【･ TheyarethereFore

quaLi[Led to manage and operate the pro)ect･

(ii)Please describe in detail educational background oFthose who are in charge o[【he

operation and manasemen【 orthe [acilitl'esand equIPment

AJL englneerS and technical personne一 to be detailed 【o the proJeC【 w).tLhave
a minimum educationa】 a【【a;nmen【 oFa College Degree (Engineering and

Sciences)and equipped with years oftrainins in their respective nle[ds.

10. LisこoFReI3ted Proiec;s

iLTechrこc3(.1ssis!ヱ.lee

(1)Has technical assistance been extended to-this-project?

1,Yes 2.No
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(2) Is teclmical assistance needed for the impLementadon of the project?

1･ )'es 2･ No

(3) Iino, please describe the reasons why teclmical assitances not needed.

Two years ago, the Feasibuity Study of the Pro)'ect was conducted by ADCA

mission･ To datealmost 70% of the dam construction has been complctcd e:(cept

for irrigation canals and structures･

(4) Lfyes, please 511inbelow.

(Ⅰ) Short Term Ex巨ertsbersons) (sector:)

(ii) Long Term Experts bersons) (sector:)

(iii) Acceptance of Trainees (course:)
(iv) Pro)'ect - TypeTeclmicalCooperation

(v) Japan Overseas Cooperation Volunteers

(vi) Development Survey Programme (FeasibilityStudies and Master Plan)

(5) Hasanofficialrequest for technicalassistance been already made?

(1) Yes

(ii)lfyes, please mentionthe date of request.

(iii) If no, please describethe reason why the officialrequest has not )letbeen made.

No need for TeclmicalAssistance as describetinll (3).

(iv) Whenwiuthe request be made to the Embassy of Japan?

12･ General Development Plan

l･ Title ofdze PLan (Pleaseattach the whole volume of the latestgeneral development
plan)

3rd ECONOMICAL AND SOCIAL DEVtLOPMENT PL丸N 1991 - 1995

Introduction of NEW ECONOMICAL MECHANISM PLAN (NEM)

2. EconomLIc and SbcL'a[ SinLa[Llon

(1) GDP(Asof1991)

637,351 Million Kips

(2) National lncomc, ScctQ_r,by SGCtOL

Agriculture, Fishcr)･ and Forcstr),

1ndustrial Sector

Service Sector

Gross Domestic Product (GDP)
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(3)Unemploymen【 Rate: No.1V.1ihL)Ie D.1t.i

(4)Inflation Ra(e

15･0% (As o(lTJhrch 1991)

(5) Growth Rate (Real GDP Growth)

S･4% (1990)

(6)BaLance oflnternationaJ Payments

75 Million DoIZ･lrS (1984 -

1987)

(7)LaborPopulation (as a whole and sector by sector)

11To.1VaJ'r.1L)LeI).1ta

(S)Debt service ratio

14.3%

(9) Outstanding debts

334･4 Mi[lio‖ Do‖･lrS (As or1990)

(10) MaJ'or item主oFExporTS and Imports
and thei,Jva[ue

Tot･lI VoJume
orExports (as or1990): USS 62.7 MiI‖.∩

MaJ'or items oFExport: Elec【rlClty, Logs and Wood Products, CoFee

To【･11 Volume
orI=-ports (.ISOr1990).･USS IS5.i Million

Major items o[Import: Foodstuffs, Machinery, Ra､v Materials, Petroleum

and Consumer Products

(11)Ma)'or Trading Partners

･
ThnJ']･lnd,Frnncel USA･Austr･lh･･l･ Grc･ltBri亡･".n, Cn--･1dLl'J･1T"n, T'1i､y.111

(12) PopuLa【ion and itsgrowth rate

4,170,000 (1990) ･l【
2.6% per,1nnunl
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(13) Avera富e Li:re Expectancy : iTio ay･1ilnble D･1t･1

(14) Death and birth rate : No avni】.1bLe d.1(.1

(15) Medical Structure

Number of HospL[als Bed Capacity

Central

Provincial

District

Sub-District

To【al

~~~了式 ｢

7

5

7

ー

-

rヽJ

I

Qノ

l,074

2,025

2,984

4.600

10,364

Bed cap㍍l【yper 10,000 population: 24･8

(16)Disease most a毘ictins the nation

No.1V.lil;Tble D.1ta

(17)Literacy rate

No avJlilrlble D.1【.i

(18) 0【herda【a

3･ Ot[(line o/(J7eP/an

(l) Most imporlan【 sectors o[【he Plan

The3rdEconomicand SociaLDeveLopmentPlan[or 1991-1995 and 【heNEM

cover all sec【ors

(2) Basic ObjectivesoFthe Plan

Consisten【 wi【h 【heEconomic system objectiveso[LAO
PDR ai embodied

in i【sconsti【ution,the [o=o､vlnS are the basic objectivesorthe plan:

(a)increase productive Forces and enJarse distribution orsoods

(b)【rans(orm na【uraL economy into marke( economy

(c)expand bases (or national economy in order to constantly improve the

ma【eriaL and spiri【ua川ving condi【ions oF【he muLti-e【hniq people

(3)How will 【heabove-men(LOned objectives
be achieved?

TheproJeC【. asconcep【ualized, ､viLLrea【izethe abovedeveLopmentobjec【ives
durins l【S implementation and development stases･ BenerI【S tO be derived

rrom 【heproJeC【 include (he s【abiliza【ionand increase in agrlCUl【uraJproduc-
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tionor-riceてhat wiiL improve {ood production to asuiEICien【Level. AIL o[【hese
address the present problems oF【he area and are to be realized in pursu三il⊂e

oFthe coun(TY's national objec【ives_

(4)When w= the plan be executed and completed?

The pro)'ect is proposed rorundeElakins in 1993 and comp-e【ed in three (3)
years･'one year For the Detailed Design stage and t､vo (2) years for the

COnStmCtlOn S【aSe.

(5) ReLations between 【heprojectand the general development plan.

The proJeC【's implementation is consistent ､vi【hthe national developmen【

plan.

(6) Is there any assistance that other donors have
extended/will extend 【｡ the

PrOJeCtS and/or programme lis亡edin the seneraL plan?
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RLHABILITATION OF IRRIGATION FACIuTIES

AND

AGRICULTURAL DEV王LOPMENT PLAN IN NAM SOUANG AR王Å

且｡IBAe濫⑤tR⑥tg困⑨

Viendane Province, 1nCluding the area of this Plan, 1S located north, adjacentto Vientianne

Autonomous City, the capitalof hos･ It has an estimated ama of about 20,000 km2, extending

up to the Vientiane Plaininthe central part. Intherim, the highlands are more than 1,000 min

heightrange･ Most of its population, which counts about 310,000 (accordingto the census of

1991),liveinthe plain1ands. The 47,000 families, who belong to the 803 communities that

comprlSethe nine administrative districts of Laos are mostly farTnerS and rely mainly on

agricultura1 1ivelihoods for the辻daily living･

The Vientiane Plain, which formsthe largest farm granaryinI^os and where agncultural

production has been皿ade aggressively in earlier periods, is suitable fb∫ agncultural de､･elopment

being located
adjacentto the metropolitan area.

Labor output and land productivity forrice crop, 90% of which is rainfed, are very low due to the

planting of rice only duringthe rainy SeaSOn･ Plowlng Of lands duringthe dry season is not

possible owing tO the shortage of water･Asa result,rices production is yet beyond selg
-

sufficiency level and agriculturaldevelopment is qulte insuffic]'ent･ Under these circumstances,

･the
Govemment of mos has madeanidgation plan for the Nan Cheng, Nan Souang, Nam

Houn and Nam Moun damswiththeaim of using water resources ef丘ciently and improvlng

agncultural production.

Anong the four darhs, only Nan Houn dam has been completely constructed and supplies
imgation b･,ater to farm lands, whereas Nam Cheng and Nan Moun dams are yet to be

implemented･Asfor Nan Souang dam, its completion has been suspended due to lack of funds･

Itwasinitially constructed under the aid of OPEC loanin1979･ Owing to the incompleteness of

dam facuities and irrigationcanals, water storedinthe dam at present GlrmOt be used･

With the plan of rehabilitatlng the Nam Souang dam and its facilities, 1mgation water can be

provided and other lands to be newly developed for the benefit of both the residents of Vicntianc

inlowlands and the people livinginthe mountainous areas･ For this purpose, they c･1PCCt not

only teclmical cooperation but also fhancial assistance from the Govcrnmcnt of Japaninordcr to

realize山c completion of山c prワject aS Soon aS POSSible･

凱⑥ta日周(冒『汀澗

This project has the objctivcofrchabilitatlng thc cxisting Nam Souang d之Im and canals, which arc

located at about 40 km from Vicntiari～cl°it.(I,-to石bta)'n lmgation water for the farTnlands in

Northcm Vicn血nc Provincc･ Also, the pro｣cc[ aims to incrcasc agncul[uraL produc【ion in the area

and to dcvclop lands for the h)'ghlanders.



3.ト1AlrUR; Aト1D AGR)CUL■rURAしSrrUAT】C)トI lト1PROJ;⊂lr AR;A

Theprojec【aTeaisabou【3,000ha(plainland:SO%andhiLIs: 20%) ､vhichshatl beprincipallyplanted

with rice･ Some f盲atures oFthe pro)ect area are described below:

Area

Elevation

Annual Average PrecLPl【ation

Annual Average Temperature

Rainy Season

Dry Season

Relative Communities

Beneficiary Families

Habitan【s

Land Ownership

Land Use

Farmers'Economic Status

Main Agricul【uraL Products

Main River and Water Resources

Type oFCommunlty

lnfTrastruc【ure

3.000 ha

I_65-172 m

1,600 mm

26C

April to October

November to March

B.Nadi, B. Phosi, B. Nangu

2,000 families

p｢lnCIPally Lao tribesmen

mostly less than l･ha

paddy Field

poor due to low productlVlty

rice, glutinous rice, and vesetab]es

Nan Souang River and Dam

clustered and scattered houses

one unpaved main road, eLectncl【y lO%,

water supp一y O%

Lao tribesmen, who are small farmers uslng conventional fbrmlng methods, oRen utilize the

irrlSation[acilitiesand [armroadsintheplainJand- therebyput【lngtheconditionoFtheseproduc【ion
facilities intoless favorablesitua【ion. PlantlngO[specialized cashcrops have notstarted ye【so that
farmers'economic status has beenbeLow (he average Level･Vast pta.Ln lands can onLy be cuLtivated
duringthe ralnySeaSOn resulting not only Into theirlowproductivitybut also in【oLowlaboroutpu【
as production oFcrops by [arrners is concentrated soLeLy far their own consumptLOn.

-4.
CONlr芸NITS OFTH:r PLAトt

4･1 Necesslty OrthePIan

工nsplte OFthe existence oFpo【ential agrlCUL【uraL land in Nam Souans area that can be 【apped
For their rich resources, agrlCUlturat production is s【iLlat low level due to insuErICiency oF
irrlSation and drainage racilities･However, by making use oFwater resources to be harnessed

by the rehabili【a【ionoFNam Souans dam and by the deveLopmen【 oFthe canal net､vork, it is

expec【ed 【ha【double cropptng oFrice as ､vell as Fruits and vese【ab7es will be made possible･

As dam
works are temporarilystopped7 the development oF【hedam body isurgently required

inorderto main【ainand assurethe sa[e【yo[thedam agatns【Roods. However, workwi‖ remain
to be suspended so Long as rlnanCiaトcons【raints-e not remedied as soon as possible. In this
instance, the Ministry oFAsriculture is seeking rechnical and rlnanCial coopera【ion From the

Governmen【 o[Japan to see the proJeC【 ma【erialize into its benenciaL form.

LAOS PROJECT/PAGE 2



4.2 Present Situa(ion.1nd Problems

A.D.1m

TheNam Souang dam. located some40 km north of Vientiane City and west oF(heNational

Road No. 13, was constmcted to seⅣe the agrlCultural needs orthe area. InitiaIIy.the

constmction oFthe dam started in 1979 throughtheaid oFan OPEC loan with technical

assistancefrom USSR. However, to date the dam isstillincomplete and construction has

been suspended.

The dam embankment was le氏213 m shorter than the designed height.A temporary

floodway isbeing used as spi11way･ However, spiuway capaclty isbelow the design noo°

discharse expected during noods･ Right and le氏abutments of the spillway are visibly eroded

due to inundation. These structural defects pose serious threat to the safety not only of the

structures but also of the inhabitants living in the imm6diate periphery of the proJeCt Site.

Presently, emergency measures are being undertaken by the Ministry of Agriculture and

Forestry･ Unfollunately, these m_e且sures are insufrICient due to the rlnanCial limitations of

the agency concerned.
～

Volume orwater stored is about 40 MCM and only a small amount can be used since
irrlgation canals remain incomplete･

High/t'ghts o/ Ike ext's(t'ngdam/act'[itI'esare a5/0[[0-I,5:

Type

Height

Crest Elevation

Length

Protection of Levee

Water Storage

River Basin Area

Sp=way

Maximum Overnow

Width orOverflow

Upper Width

Bot【om ＼Vidth

Flood Volume

Outlet Works

Earthfill

18-22 m

185-188.05 m

I.loo m(ror500 m, theelevation islessthan 18S.05 m)
700m

41 MCM

268 km】

Overnow Type (ba斤Ietype concrete wall)
2.4m

46.7m

29.5m

250 m3/s

ln【ake Tower (constructed10 years ago)

B.C.1n.1Js

ExistLng ]rrlgation canals only measure some 3 km in length and serve some 3,000 ha oF

asrlCuLtura=ands･ In order to maximizethe-use oFwaterstored,furtherdeve]opment o(the

canal network is necessary.

uロS PROJ【CT/PAGE 3



Fh'ncL'pa[ feaEzLreSOf exL'5(L'ngcanals are a5 Fo[Low5:

Extension of MainGlnals 3 km

Width of Chnals

Top Width

Botlon Width

Actual Water Depth

4.3 Development Plan

6m

3m

1.5-2 m

A･ NamSouangDa皿

The development of Nan Souang dam includes the rehabilitation of dam embankment,

spillⅥ,a),and intakes.

a. Dam Emba血ent

Half of也e total crest length of也e dam or 550 m of也e 1,100 m crest length is

belowthe planned･dam elevation of 188･05 m･ According to the project finding

study, a maximum heightof3 m or 2 m onthe average must be added tothe existing
dam embankment.

b･ SDillway

ne existing spillway GIPaCity is below the disingflood discharge. T71e maXimurl

diversion water available at present is about 250 m3/s (withoutfreeboard).With the

rehabilitation of the spillway, a capacity of500 m3/s for a design瓜ood of 200 years

Ⅵiu be made avauable.

Asto the typeof control, two types with be proposed･ One is to install control

gates at the crest and the other is the tee or uncontrolled overflow crest which

automaticauy releases water whenever the reservoir waterrises above the crest

level.

c. htake Facilities

Asexisting intake facilitiesintersectwill the water being discharged from the

floodway which is lowerineLcvation than the intake facilities,imgation water

cannot reach the imgation canals･ In this regard,inordcr to utiLizcthe watcrin the

dam for imgation
purposes, itis csscntial to raise the dam Ⅵ･a【cr lcヽ･clai卜in且a【cd

rubber gate that wilL bc controlled au(omaticall)･.

Asanothcr option tO the proposed construction of gates, siphon can bc laid under

(hc bottom of thcfloodway to connect the intake conduits with the imgat]'on canaLs･

Further, to bc able to raisLcwater- IcvcTinthc rcscrvolr, lt lS nCCCSSary tO Undcr[akc

some rcpalr WOrksinthc intake facilities.

LAOS PROJECT/FIAGE4



d･ Treatmcnt ofAQ_uan'c plants in the Reservoir

At present, water hyacinths aT)d且oating lCC gather around the spillway and the intake tower,

consequently disturbing the normal血nction of the said facili【ies･A【山c丘mc of rcpalr, Such

impurities must be removed and protect]'ve mate血1s such as screen should bcinstallcd on

the structures･ Preventive axtures should be plarmed 【o avoidthe recurrrcncc of the same

conditioninthefuture.

e. E:dent of Dam Repair

Princtbalfeature50f
dze dam a) be repaired are a5fo[Loyt,s:

Reservoir

Area

Full WaterLevel

Low WaterLevel

Effective Water Storage

Type

Crest Elevation

SpillⅥ,a),

htake

Dam

268 km2

El. 183.85 m

El. 179.05 m

22xlO6 m3

Homogeneous hrth Fiu Dam

188.05 m

Chute Type Ⅵ,ithoutGate

btakc Tow,er

B･ Development of Chal Network

Present叫gationsystem,with only 3 km of the maincanalconstructed, carmot sustain the

planned aria for irrigation･ Additional mainand secondary lmgation canals will be development

to serve other areas･ Since the irrigation canal network plan is alrcadyinplaced, a review of the

plan will have to be made to determinate areas that need consideration･ Astep - by -

step scale of

development (500 - 1,000 ha) of the more than 3,000 ha of possible irhgable
areaチPPearS

tO be a

more appropnate alternative than the full scale development due to 6nancial constralntS･

Asolution to the problem of shifting culti､･ationby highlanderswill bc made by providing them

livelihood opportun]'tiesinthe lowlands･ Two areas, with a total area of2,000 ha, were idcntificd

for dcvclopmcnt by the Irrigation Department of the Ministr)･ of AgricuLturc and Forestr)･･ A 300

ha area is loca[cd 3 km downstream?nd the rcma.nlng 1,700 ha is situated east of the NationaL

Road 13. nc canal network ofthesc areas is outlined as foLlows:

Irrigation Area

Main Canals

2,000 ha

29,5 km



a. JIh^pL;Jh^;卜l-r)FIG AG;ト氾Y

Three depanments
ortheMinistryoFAgricuLtureand Fores【rynamely, Department

of?Jannlng and
International Coopera【ion･ Irrigation Depanment and x㍊x･u, whose tasks include

coordination

and in【ernationaJnego【了ations･promotion ofp(ans and execution o[【he project, reSPeC【;vely, ＼vill
be responsible for the lLmPlementation

oF the pro)ect･ The organizational chaTI OF the Laotian
Mnistry oFAgriculture and Pores(Ty IS SLVen in Figure Not 4.

LAOS PROJECT/PAGES
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